
山行報告書          山行管理部 

土曜山行  高御位山 10月 14日 L重岡 SL安田 松本(光) 参加 11名 

JR曽根駅８：５５着-豆埼登山口９：１０-鷹の巣山１０：３７-馬の背１１：０６ 

高御座山頂１１：５５-北池登山口１４：１５着 

予定では高島トレイルでしたが事情により中止になり急遽高御座山へ、山行計画や

連絡伝達など部長含め皆様にご迷惑おかけして申し訳ありませんでした。山行の方は

天気は怪しい天気で、今にも降りそうな感じでしたが、鷹の巣山付近でパラパラと降

ったぐらいで、なんとか持ちこたえました。上りの岩場では乾いており、すべらない

岩で登りやすく下りでは、すべりやすいとこもあり、声かけで無事通過みなさん怪我

もなく下山、色々と反省する事沢山ありましたが次へとつなげるよう努めていこうと

思います。                     （松本(光) 記）  

 

ファミリー・サロン合同（淀川はぜ釣り）10 月 14 日 L 高桑 宇野 参加 7

名 

09：00 阪急十三駅前集合 

10：00 十三大橋付近 干潮時に竿を出し苦戦するもＭ下さんのねばりでボチボチ釣る 

12：00 納竿   釣果：はぜ 16匹 良型(20㎝)も交じる 

13：00 天ぷら  今回はｻﾛﾝとﾌｧﾐﾘｰの共催でｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌの講習も交えて。 

14：00 ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ講習 Ｙ木さんの指導で実技講習 

15：00 解散 

今年も前日の雨上がりで午後より雨の予報なので釣り人はいない。しかし、参加者 

は昨年比増減なしで７名と賑わう。釣果は 48％減ですが 16 匹でまずまずの釣果。 

その釣果もサロンのＭ下さんの昔取った杵柄で奮闘して頂き、頭数を上回ることが 

できた。旬の白身の天ぷらに調理して秋の味を堪能する。今回はｻﾛﾝとﾌｧﾐﾘｰの共催 

でｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌの講習も交えて楽しい一日であった。 

（高桑 記） 

 

ウイークデイ  竜王山 摂津峡  10月 25日 L島田 SL阪上 参加 7名 

阪急バス忍頂寺停 9：05着 体操ミーテイング後 9：15出発→9：40宝池寺→10：

00竜王山山頂→10：40経塚→11：00車作大橋→12：00武士自然歩道分岐→12：10

昼食 12：40→13：40竜仙峠東海自然歩道分岐→14：00中萩谷→14：20萩谷公園入

口→14：40摂津峡入口→14：55白滝→15：00摂津峡駐車場→15：30上ノ口バス停



→15：50JR高槻駅 解散 

前夜来の雨の影響か参加者は７人と少なかった。登山道は台風の影響で倒木や枝

葉の散乱多く荒れていた。予定したコースの一部竜仙の滝付近が水量増加と雨の影

響で歩行困難が予測され、迂回したので距離が約 2 ｷﾛほど長くなった。紅葉はまだ

早いものの山頂からの眺めも良く、雑木林やスギ林の静かな小道を歩いて北摂の秋

を楽しんだ。                   （阪上 記） 

 

教育部 (読図講習)  きたろう事務所にて 10 月 29 日 L高桑 参加 9名 

芦屋川 - 会下山遺跡 - 横池 - 金鳥山 - 岡本 (台風の雨天のため前日に中止) 

代替にきたろう事務所で室内座学に変更（09:00～15:00） 

前日早朝に中止及び座学への漏れなく変更連絡をして参加予定者は座学変更に対応で

きた。又、他の山行予定も同様に中止になった方も参加可能の案内で３名が参加。 

読図担当者は準備万端で挑んだものの台風には勝てず、山行は中止して事務所で座

学に変更。しかし、その備えで急な変更でも実技での講習内容を座学でも概ねの内容

を講習できた。室内座学ではじっくりとテキストを理解できるので座学で受講してか

ら実技に挑む方がより理解できるとの参加者感想もあった。読図講習は 12 時で終え、

その後レスキュー講習や山の料理などを開催して終えた 

（高桑 記） 

 

自然保護部   そば打ち体験と試食会   11月 11 日（土）  

担当石野（博）石野（明）明賀 参加 22名 

 今年は新入会員さんの参加も多く、皆で岩見さんの見事な手さばきのそば打ちを

楽しみました。「そばは打ち立てをいただくのが一番美味しい！」と岩見さん。さ

っそく皆で打ち立てのそばを堪能しました。プロの吉田さんご夫婦に茹でていただ

いたので、そばの味が一層引き立ちました。持ち寄った海老の天ぷら、アユの塩焼

き、からすみもあり、豪華な昼食となりました。 

                         （明賀(典) 記） 

 

自然保護部  玉手山古墳と案福寺横穴群散策  11月 12日（日） 

 L定井 明賀 参加１４名 

国分駅～安福寺～公園中央～展望台（昼食休憩）～歴史の森～山頂 

～東入口～国分駅 

 当日は、久しぶりに晴れた週末となりました。国分駅から 20分程歩いて横穴古

墳群のある安福寺へ。山の斜面に掘られた古墳群は珍しいものでした。 



 次の玉手山公園・歴史の丘は、大阪夏の陣の戦場だったので後藤又兵衛の墓碑が

あり、また、時代を超えて小林一茶が大阪平野を眺望したことから、一茶の句碑も

建立されています。短いコースだったので、ゆっくりと散策を楽しみました。解散

後は、歩き足りなかったことから、S氏の発案で布施の司馬遼太郎記念館をほとん

どの人が訪れました。          （明賀(典) 記）                                  

 

サロン 廃線跡ウオーキング 11月 18日  L八木、宇野  参加 10名 

梅田出発から 3時間、敦賀湾を一望する杉津を 12時に出発、昭和 37年に廃線に

なった旧北陸本線 10本の内 6本の隧道のウオークです。約 32M1本 300M1本、700M2

本、800M1本、1000M1本のトンネル。石垣が腰まで積まれ、其の上が煉瓦積みの物

と、地面から煉瓦だけで立ち上がったのと 2つの違いが有る。普通の煉瓦よりは小

さく、其の半分の物とが有り、それが交互に積み上がり、煉瓦のアーチトンネルは、

人の手で積まれれた物だろうと思うと、遺産として後世に残したい物ですが、多く

の煉瓦が抜け、雨のように漏水してることは、いつの日にか崩壊して行くであろう

と思うと悲しく、残念な思いがしました。2 時間程でトンネルを抜け次のコース、

今庄の宿では雨の中粕汁、新そば、そば饅頭、聞き酒などのおもてなしを頂き、激

しくなる雨の中を帰路に着きました。     。        

今日の一言                              

＊ 雨の中、旧北陸本線のトンネル 6 ヵ所を、9KM 完歩出来て大変良かったです。  

今庄宿のふる舞い酒、ジュース、そば 等)頂き、楽しい想い出になりました 

                           AMさん 

＊ 北陸の廃線跡の隧道に くっきり残りし SRの跡   MOさん  

＊ 冬の雨 振る舞い酒の 身にしみる         UUさん 

                         （宇野 記 

 

ウイークデイ  北 山の辺の道   11月 22日  L五十嵐  参加 11名 

近鉄鶴橋駅（8：30）、、、、近鉄奈良駅バス（9；38）、、、、円照寺バス停（10：00）―

―時計台―― 弘仁寺（12：20 昼食 12：50）――白川ダム（13：25）――石上

神社（14：50）――天理駅（15：30）  解散 

秋晴れの寒い中 和気あいあいとおしゃべりも弾み、買い物ツアーも楽しみなが

ら、紅葉も十分にめでつつの楽しい一日となりました。弘仁寺のイチョウ 白川ダ

ムの真っ赤なもみじ 銀杏 渋ガキの収穫もあり、なによりもうれしかったのは久

しぶりに佐内さんの顔が見られた事でした。  

（ 杉谷 記） 

                                                                                                   



有志山行  宮之浦岳(屋久島)   11月 3～6日   Ｌ石野(博)  参加 8名 

1日目 （１１ ／４）晴れ 

宿（かもめ荘）４：００、、、淀川登山口５：１５出―花之江河９：００―投石平１ 

０：３０―宮之浦岳１３：１５―１３：４５出―新高塚小屋１７：１５ 

２日目 （１１／５）晴れ 

新高塚小屋７：１５―高塚小屋８：１５―縄文杉８：３０―ウィルソン株１０：４５ 

―大株歩道入口１１：１５昼食―１１：５０出―楠川分れ―辻峠１４：１５―白谷小 

屋１５：１５―白谷雲水峡１６：４０、、、宿（まんてん） 

１１／４（土） 

 雨の屋久島のイメージから心配していた天気も曇り空で幸先良し。新高塚小屋に着 

いたのが 5時を過ぎており（計画では、3時頃を予定）小屋は既に満員。まわりの人に

協力して頂き、通路にも寝ることとなったが、何とかシュラフのスペースを確保する

ことができた。 

１１／５（日） 

 晴天の下、待望の縄文杉に到着。９年前に来た時は、そばまで行けたが、今は、周 

囲をロープで張りめぐらされ、少し残念。連休と天気の良いせいか、追い越し、対向 

で思うように歩くことができず、一苦労。長いトロッコ道を抜けてからも数か所の岩 

場もあり、息が抜けなかったが、一歩一歩足を進めることで、終点の白谷雲水峡に、 

無事、全員下山することができた。 

 今回の山行は、参加者全員での歩荷訓練は、台風の影響等でできず、且つ、メン 

バーシップも心配されたが、特に、初心者を皆で励まし会合うことで、宮之浦岳、縄 

文杉に登頂することができた。 

１１／６（月） 

 飛行機の待ち時間を利用して、青空と澄み切った海を背に、レンタカーで島を一周 

（約４.５時間）ヤクサル、ヤクシカにも迎えられ、屋久島を満喫することができた。                        

(石野(博）記) 

 

 


